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6人が登壇66人人がが登登壇壇

そそそこが
ききたいききききたたいい
ここがが

答

国
会
で
議
論
が
尽
く
さ

れ
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育

成
と
町
民
の
付
託
に
応
え
ら

れ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と

を
期
待
す
る
。

問

侵
略
戦
争
美
化
と
愛
国

心
教
育
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

答

歴
史
教
科
書
に
つ
い
て

は
、
過
去
を
正
し
く
理
解
し

国
際
社
会
と
の
か
か
わ
り
に

つ
い
て
子
供
た
ち
が
多
面
的

に
考
察
で
き
る
教
科
書
が
望

ま
れ
る
。

問

全
国
一
斉
学
力
調
査
結

果
公
表
は
異
常
な
競
争
に
、

つ
な
が
る
。

答

町
全
体
の
傾
向
を
集
約

し
、
改
善
方
策
等
も
併
せ
て

公
表
し
て
い
く
。

国
保
広
域
化
に
よ
る
住
民
へ

の
影
響
は

問

国
保
税
の
算
出
方
法
は
。

答

所
得
割
、
資
産
割
、
均

等
割
の
4
方
式
と
所
得
割
、

均
等
割
の
2
方
式
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。
税
の
予
測
は
因

難
で
あ
る
。

重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費

助
成
制
度
に
つ
い
て

問

周
知
の
徹
底
を
。

答

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
、

広
報
に
年
3
回
掲
載
す
る
。

問

入
院
時
の
負
担
軽
減
は
。

答

県
の
補
助
対
象
事
業
で

は
な
い
が
食
事
代
の
二
分
の

一
を
助
成
す
る
。

県
道
蓮
田
鴻
巣
線
の
児
童
の

安
全
対
策
に
つ
い
て

問

栄
3
〜
4
丁
目
交
差
点

に
歩
行
者
用
信
号
と
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
、
し
ろ
が
ね
小
室
幼

稚
園
前
に
押
し
ボ
タ
ン
信
号

の
設
置
の
取
り
組
み
状
況
は
。

答

県
警
本
部
に
要
望
書
を

提
出
、
早
期
設
置
に
向
け
て

引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

質問事項

�教育委員会制度改革について 町長の考えは
�すべての子どもたちに行きとどいた教育を
�国保の広域化による住民への影響は
�重度心身障がい者医療について
�県道蓮田鴻巣線の児童・歩行者の安全対策に
ついて

�町制施行記念公園の有効活用
�伊奈まつりで伝統文化の継承を
�小針中学校の今後
�商店街の活性化への支援を
�コミュニティ FMについて

�埼玉県の5か年計画「三大プロジェクト」を
受け当町の今後の取り組みについて

�生涯学習の充実をはかるために
�「伊奈町の歌」の制定について
�デートDVに対する予防教育の必要性

�防災対策について
�行政区について
�エネルギー政策および節電について
�教育環境について
�公民館について

�災害に役立つハザードマップづくり
�子ども・子育て新制度と保育
�良好な緑地帯の管理
�放課後の子どもの居場所づくり
�学校給食における消費税増税の影響と給食の
無償化

質問議員

水上邦雄

上野尚德

矢部松男

中原敦子

上野克也

大沢 淳

ページ
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6月定例議会では6人の議員が一般質問を
行いました。その中から主な質疑応答の要旨
を、質問した議員の要約により掲載します。
なお、会議中の発言と答弁の詳細は、伊奈
町議会ホームページおよび図書館に備えてあ
る会議録でご覧になれます。（8月下旬掲載）

み
ず
か
み
く
に
お

水
上
邦
雄
議
員

教
育
委
員
会
制
度
改
革

―
町
長
の
考
え
は

一般質問

通学路附近での事故のあと

一般質問

8
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問

商
店
街
は
、
買
い
物
を

す
る
場
所
だ
け
で
は
な
い
。

地
域
の
社
交
場
で
、
街
の
に

ぎ
わ
い
を
提
供
す
る
場
所
。

防
犯
対
策
、
高
齢
者
が
住

み
良
い
町
づ
く
り
に
も
な
る
。

町
と
の
共
同
企
画
や
、
商

店
の
誘
致
、
共
用
駐
車
場
な

ど
の
支
援
や
、
各
種
補
助
金

の
調
査
・
申
請
な
ど
の
手
伝

い
を
し
、
商
店
街
の
活
性
化

を
ね
ら
っ
て
み
て
は
。

答

今
年
度
は
、
バ
ラ
ま
つ

り
に
訪
れ
る
観
光
客
を
商
店

街
に
誘
導
す
る
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
、
商
店
街
の
Ｐ
Ｒ
と

販
売
促
進
に
つ
な
が
っ
た
。

引
き
続
き
十
分
な
支
援
体
制

を
と
っ
て
い
く
。

提
案
の
事
業
は
、
商
工
会

や
商
店
会
等
の
意
見
を
聞
き
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

小
針
中
学
校
の
今
後
は

問

小
針
中
学
校
の
現
在
の

生
徒
数
と
今
後
の
推
移
は
。

答

現
在
、
普
通
学
級
の
生

徒
数
は
7
6
3
人
。6
年
後
、

2
7
0
人
程
度
増
加
し
、
1

0
0
0
人
を
超
え
る
と
予
測
。

以
降
は
緩
や
か
に
減
っ
て
い

く
と
考
え
る
。

問

増
加
す
る
生
徒
数
に
対

し
て
の
具
体
的
な
対
策
は
。

答

校
舎
の
東
側
の
空
地
に
、

別
棟
建
築
と
し
て
検
討
中
。

一
つ
の
ト
イ
レ
ブ
ー
ス
を
２０

人
で
利
用
。
早
期
対
応
を

問

水
道
、
ト
イ
レ
が
不
足

し
て
い
な
い
か
。

答

共
に
対
応
で
き
て
い
る

と
認
識
。
し
か
し
、
生
徒
数

の
増
加
を
考
慮
し
、
最
善
の

方
法
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

町
民
に
更
に
親
し
ま
れ
る
バ

ラ
園
を
目
指
し
て

問

バ
ラ
園
の
一
回
限
定
無

料
券
を
検
討
し
て
み
て
は
。

答

入
園
料
は
、
美
観
保
持

で
還
元
で
き
る
と
考
え
て
い

る
が
、
町
の
花
・
バ
ラ
に
愛

着
を
持
っ
て
頂
く
工
夫
と
し

て
、
研
究
、
検
討
し
て
い
く
。

問

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
方
式

は
心
身
と
も
に
健
康
で
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す
た
め
、

一
人
一
人
が
自
ら
の
心
身
に

対
す
る
健
康
意
識
を
高
め
、

日
常
健
康
管
理
の
重
要
性
に

つ
い
て
自
覚
し
行
動
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
生

活
習
慣
の
改
善
へ
の
動
議
付

け
と
定
着
化
が
図
ら
れ
る
。

結
果
、
介
護
予
防
・
医
療
費

の
抑
制
・
健
康
に
対
す
る
意

識
改
革
・
食
に
対
す
る
意
識

改
革
・
地
域
の
活
性
化
等
が

図
ら
れ
る
。

答

各
種
検
診
や
事
業
へ
の

参
加
者
を
増
や
す
取
り
組
み

と
し
て
は
、
一
定
の
効
果
が

あ
る
も
の
と
考
え
る
。

問

こ
の
事
業
は
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
構
築
の
一
助
と
な

る
が
。

答

健
康
増
進
の
た
め
に
必

要
な
こ
と
は
、
適
度
な
運
動

や
食
生
活
な
ど
健
康
な
生
活

習
慣
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
ど

の
よ
う
に
町
民
に
普
及
し
て

い
く
か
が
大
き
な
課
題
で
あ

る
。
ま
た
、
マ
イ
レ
ー
ジ
の

ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業
を
町
の

事
業
の
ほ
か
に
、
自
治
会
な

ど
の
地
域
の
団
体
が
実
施
す

る
事
業
に
も
対
象
に
す
る
こ

と
で
、
健
康
増
進
と
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
築
の
一
助
と

な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

他
自
治
体
の
状
況
等
を
見
な

が
ら
検
討
す
る
。

や

べ
ま
つ
お

矢
部
松
男
議
員

健
康
増
進
運
動
に
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
方
式
を

う
え
の
な
お
の
り

上
野
尚
德
議
員

一般質問

地
域
の
安
心
感
や
温
も
り
、
町
の
活
性
化

の
た
め
、
商
店
街
の
活
性
化
へ
支
援
を売店設置、バーベキュー手ぶらセットで

利便性の向上、更に親しまれる公園へ

ラジオ体操の風景

No.1649
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町
民
が
音
楽
活
動
を
楽
し
め

る
場
所
の
充
実
を

問

各
行
政
区
の
集
会
所
を

お
借
り
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

答

周
辺
の
環
境
に
配
慮
し

た
使
用
可
能
な
場
所
に
つ
い

て
調
査
し
、
有
効
活
用
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問

使
わ
な
く
な
っ
た
ピ
ア

ノ
の
あ
る
家
庭
か
ら
ピ
ア
ノ

を
譲
り
受
け
、
音
楽
活
動
に

役
立
て
て
は
ど
う
か
。

答

実
際
に
ピ
ア
ノ
の
寄
附

等
を
受
け
、
活
用
し
て
い
る

実
態
を
調
査
し
研
究
し
て
い

き
た
い
。

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に
対
す
る
、
予

防
教
育
の
必
要
性

問

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
被
害
に

あ
わ
な
い
た
め
に
、
生
徒
達

へ
の
予
防
教
育
を
行
っ
て
い

る
か
。

答

中
学
校
に
お
い
て
、
保

健
体
育
科
・
道
徳
の
授
業
の

な
か
で
、
思
春
期
に
お
け
る

性
差
の
理
解
や
相
手
の
人
格

を
尊
重
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
ん
で
い
る
。

問

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
を
人
権
教

育
と
し
て
捉
え
、
町
の
「
人

権
推
進
課
」
と
連
携
し
て
、

予
防
教
育
を
行
っ
て
は
ど
う

か
。

答

人
権
推
進
課
と
連
携
し
、

生
徒
も
教
師
も
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
通
じ
て
、
よ
り
良
い
方

法
で
学
べ
る
よ
う
研
究
し
て

い
く
。

非
常
用
備
蓄
品
等
の
見
直
し

問

毎
年
予
算
化
し
県
の
防

災
計
画
に
あ
わ
せ
見
直
し
を

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
。

答

本
年
4
月
1
日
現
在
で
、

食
料
1
万
2
千
食
、
毛
布
約

2
千
3
百
枚
等
各
種
備
蓄
を

し
て
い
る
。
最
近
で
は
、
避

難
者
の
方
々
の
特
性
に
あ
わ

せ
、
粉
ミ
ル
ク
、
ア
レ
ル
ギ

ー
対
応
の
非
常
食
、
車
椅
子

な
ど
も
追
加
し
て
い
る
。

問

避
難
所
の
障
が
い
者
対

策
と
運
営
は
。

答

避
難
所
は
教
育
機
関
や

公
共
施
設
の
体
育
館
で
、
一

定
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
な

さ
れ
て
い
る
が
、
集
団
生
活

に
は
、
十
分
な
設
備
状
況
で

な
い
。
今
後
、
施
設
の
改
修

等
の
際
、
適
時
対
応
す
る
。

ま
た
、
町
内
介
護
福
祉
施
設

を
運
営
す
る
4
法
人
と
協
定

し
、
福
祉
避
難
所
と
し
て
位

置
付
け
を
し
て
い
る
。

公
共
施
設
の
暑
さ
対
策

問

ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
を
提

案
し
ま
し
た
が
、そ
の
後
は
。

答

専
用
の
簡
易
キ
ッ
ト
を

今
年
度
、
小
・
中
学
校
に
設

置
す
る
方
向
で
対
応
す
る
。

公
民
館
分
館
の
管
理
運
営

問

分
館
の
管
理
条
例
お
よ

び
分
館
規
則
に
あ
る
形
態
は
。

答

公
民
館
分
館
規
則
は
、

形
態
及
び
設
置
等
、
実
状
に

合
わ
な
い
部
分
が
あ
り
、
見

直
し
を
図
っ
て
い
く
。

な
か
は
ら
あ
つ
こ

中
原
敦
子
議
員

生
徒
達
に
対
す
る
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
予
防
教
育
は

う
え
の
こ
く
や

上
野
克
也
議
員

伊
奈
町
の
防
災
対
策

一般質問

デートDV予防啓発リーフレット（中学生用）

役場前「新田前公園」
ミストシャワー噴霧中

10
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問

関
係
者
、
利
用
者
な
ど

住
民
へ
の
説
明
は
。

答

個
々
の
利
用
者
に
は
、

新
制
度
で
何
が
ど
う
変
わ
る

の
か
を
中
心
に
説
明
し
た
い
。

問

障
が
い
児
の
親
の
就
労

は
保
証
さ
れ
る
の
か
。

答

保
育
の
必
要
性
の
認
定

に
あ
た
っ
て
の
優
先
項
目
と

し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

問

幼
稚
園
へ
の
影
響
は
。

答

新
制
度
に
移
行
す
る
と
、

保
育
料
は
所
得
に
応
じ
て
市

町
村
が
定
め
る
。

問

児
童
ク
ラ
ブ
の
対
象
年

齢
拡
大
を
。

答

新
制
度
は
6
年
生
ま
で
。

現
状
の
施
設
で
は
困
難
な
た

め
、
余
裕
教
室
の
利
用
に
つ

い
て
教
育
委
員
会
及
び
各
小

学
校
と
協
議
し
て
い
る
。

良
好
な
緑
地
帯
の
管
理

問

記
念
公
園
東
側
の
緑
地

帯
に
お
け
る
、
民
間
団
体
の

管
理
に
対
す
る
評
価
は
。

答

公
園
の
維
持
管
理
費
用

の
軽
減
が
図
ら
れ
る
と
と
も

に
、
良
好
な
緑
地
を
保
つ
こ

と
が
で
き
る
。

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
拡
充

問

募
集
定
員
と
申
し
込
み

状
況
、回
数
を
増
や
す
こ
と
。

答

昨
年
度
は
合
計
で
定
員

2
3
0
名
の
と
こ
ろ
、
4
・

6
倍
に
あ
た
る
1
0
6
2
名

の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。
当

初
の
予
定
よ
り
定
員
や
開
催

数
を
増
や
し
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
3
年

余
り
経
過
し
、
名
取
市
ゆ
り

あ
げ
港
で
は
1
5
0
軒
あ
っ

た
店
舗
が
、
想
定
外
の
津
波

で
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
震
災
前
は
、
新
鮮
な
魚

貝
類
や
自
社
加
工
し
た
水
産

物
で
市
場
は
賑
わ
い
、
休
日

に
は
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
、

観
光
の
大
き
な
目
玉
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
震
災

を
受
け
、
販
売
で
き
る
店
舗

を
失
な
い
、
今
で
は
50
軒
ほ

ど
で
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

朝
市
の
理
事
長
を
中
心
に
、

復
興
は
「
ま
ず
俺
ら
が
元
気

に
な
っ
て
復
興
す
る
し
か
な

い
」
と
皆
さ
ん
頑
張
っ
て
い

ま
し
た
。

午
後
か
ら
公
開
フ
ォ
ー
ラ

ム
「
復
興
か
ら
再
生
の
明
日

へ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
東

北
大
学
・
平
川
新

災
害
化

学
国
際
研
究
所
所
長
に
よ
る

�
命
を
守
る
た
め
に
�
の
講

演
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
過

去
の
地
震
記
録
と
、
被
害
状

況
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

教
訓
と
し
て
、
①
隣
近
所
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
大
切
さ
、

②
防
災
意
識
の
重
要
さ
（
備

え
、
訓
練
、
命
を
ど
う
守
る

か
）

③
家
屋
の
耐
震
、
住

民
へ
の
情
報
伝
達
方
法
の
確

立
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り

④
災
害
後
の
こ
こ
ろ
の

ケ
ア
の
重
要
性
を
学
び
ま
し

た
。
大
震
災
か
ら
3
年
が
過

ぎ
、
怖
い
こ
と
は
、
風
化
と

風
評
で
す
。
す
べ
て
の
被
災

者
が
真
実
の
復
興
を
成
し
遂

げ
る
日
ま
で
、
寄
り
添
い
続

け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び

ま
し
た
。

お
お
さ
わ

じ
ゅ
ん

大
沢

淳
議
員

子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度

一般質問・政務活動報告

ライオンズクラブの管理するシバザクラ

会派による
政
務
活
動
報
告

町
議
会
で
は
、
議
員
活
動
の
資
質
向
上
を
ね

ら
い
と
し
、
各
会
派
で
、
他
の
自
治
体
の
取

り
組
み
を
視
察
調
査
し
た
り
、
ま
た
、
様
々

な
研
修
を
行
う
な
ど
研
鑽
に
努
め
て
い
ま
す
。

復
興
か
ら
再
生
へ
の
明
日
へ

会

派

公
明
党

視
察
地

宮
城
県

視
察
日

平
成
26
年
3
月
23
日

名取市「ゆりあげ港朝市」

No.16411


